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論　　文　　の　　要　　旨

　本論文は視覚と力覚を融含した仮想環境の構築手法とそれによる多次元データの表現法について述

べたものである。仮想環境の視覚情報は液晶ディスプレイを用いた頭部搭載型ディスプレイによって

表示され，繭眼視差と運動視差に対応した立体映像が呈示される。力覚情報はフォースディスプレイ

と呼ばれる6自由度の小型マニピュレータによって提示される。一般的な科学技術データは3次元空

間に分布するスカラーやベクトル，もしくはテンソルで表される。このようなデータは多くの次元を

持つため直観的に把握することは困難である。本論文は視覚と力覚を用いることにより，人間の多次

元データの認識能力が拡大できることを実験を通じて証明している。さらに，このシステムを実際の

数値流体力学の問題に適用し，その有効性を確認している。

審　　査　　の　　要　　旨

　従来仮想環境の表示は視覚によるものがほとんどであったが，本論文では力覚を導入することによ

り新しい表現手法を提案し，その効果が定量的に評価されている。さらに，実際に数値流体力学の問

題に適用されていることは工学的に意義のあるものであると考えられる。

　よって，著者は博士（工学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。

一2！1一


